
54，766 費与屯税譲方2.地

32，855 費. 3.自動車取得税交付金

ヲ，011資小一4.衛平沼付-
」ー

企と4.J也プ了

163，899 

費

費

費

5.農林 l業費

賀I. 

木

rw 
工玄玉之

円

6 íl'~ 

7.二t.

8.)i!1 

9.教

6.伎用料及び手数料

原 文 金

f、
三日ム

入

5.分担金及び負担金

出

r.I.1 
1..1.1 

収産

(農

道
)

与

私

費

費

也

、

万

捻

由
勤
手
玖
件
私
文
M
州
全

A
f
札
令
l
M
M
良
品
批
令

徒
同
し
升
且
ザ
ヰ
弘
持
‘

'

財

産

収

入

'

奇

附

令

目

録

入

金

-

繰

越

金

v

o

諸

収

入

482，755 

1責

(備

歳 出 合 計

11 .公

12.予

0.2 

19.1 

482，755 

金

金

債

入

金

針

付

収

合

す子¥

越

入

14.村

I 歳

13.諸

九

十

ニニ '" " 

.lI. .il乙

v 

I .1 
。

額

計

1，036 

575 

330 
4，579 

421 

99，062 

算:

53，485 

38，636 

争時- -司

大 和 田

↑
 

否
両

用辺村特別金計予算

(単位

v
 マゴ

国民健康保険

事 業 勘 定

施設勘定

別

農業共済事業{

農作物勘定

蚕繭勘定

家音勘定

業 務 勘 定

h 会、

J ぬよ



一
一

v

'

l

l

一
一
箇
所
を
み
つ
け
る
の
は
難
し
い
よ
う
で
ご

円
ο
?
ん
明
る
く
正
し
い

J

い

選

挙

の

推

進

ケ

一

日

日

日

比

三

-

一

与

一

日

福

山

諮

問

軒

並

…

-1長
ふ
六
刃
八
日
、
木
村
の
明
る
く
E
一
知
事
、
県
議
、
村
長
村
議
と
相
次
ぐ
選
一
ら
ね
な
い
」
ト

Y

-

一

小

川

山

一

一

一

せ

ま

す

e

a

，

蜘

純

一

…

一

一

t

B

一
「
今
・

1

岬

、

一

冷

蔵

陣

に

、

食

品

そ

入

れ

て

お

げ

カ

イ

籾

一

一

t

恥

も

一

山

-
し
い
選
挙
推
進
協
議
会
を
開
催
し
、
古
一
挙
に
そ
な
え
九
全
村
民
カ
明
る
く
一
比
し
一
本
民
す
へ
て
か
こ
の
一
一
一
な
し
運
軍
を
一
ー

6
ア加-一一

1
1
1
1
1
1
1
1
J
I
1
1
1
1
1二
山

」

震

の

数

震

就

居

住

い

空

席

と

一

い

選

挙

晶

}

推

進

す

る

よ

う

「

一

一

一

な

い

運

一

展

開

し

て

、

明

る

く

正

し

い

撃

に

努

一

ば

、

い

つ

ま

で

も

安

泰

患

っ

て

い

一

一

一

ふ

一

。

五

一

一

一

五
一
な
つ
で
い
た
推
進
協
議
会
長
に
、
船
同
一
動
」
を
強
力
に
推
進
す
る
宵
、
万
場
一
一
め
、
真
に
立
派
な
候
補
者
を
選
ほ
う
で
一
い
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

b

ー

ー

ー

↓

一

一

一

り

一

1
附
肝
ー
一
一
一

刊、

r

叩

一

正

路

公

民

襲

を

選

任

し

内

来

ゐ

七

月

五

し

議

し

た

。

一

は

あ

り

ま

せ

ん

か

。

一

と

ζ
ろ
が
、
食
品
に
は
そ
れ
ぞ
れ
適
一
望
荒
川
肉
1

付

ザ

ノ

一

二

一

一

と

ほ

R
A
一
一
…

ト

ω一
七
日
の
参
議
院
議
員
撃
を
皮
切
り
に
「
お
く
ら
な
い
。
も
と
め
な
い
。
も
一
¥
河
辺
村

J

一

当

長

期

間

が

あ

り

、

こ

の

留

を

一

調

布

捌

制

糊

一

九

三

二

一

一

J

M

一
対
日
一
一
…

三

年

…

i
J

一トUai
t
-
=
j
-
u
u
;
i
J
…一

F

酬
特
長
匙
会
、
一
過
ぎ
ま
す
と
、
冷
蔵
庫
に
入
れ
て
お
い
一
ヱ
ぷ

F
K
づ

川

区

一

位

山

一

一

一

方

一

ω

一
訪
問
一
一
…

川

山

一

…

参

議

院

議

員

選

挙

一

一

一

1
1
!
j
j
h
一て

P
H出
目

立

保

一

出

品

神

川

札

制

川

町

立

一

一

目

一

山

一

時

一

一

一

一

一

一
一
一

1
7
七

月

七

日

投

票

…

一

い

い

一

一

味

す

の

で

¥

参

考

に

し

て

く

だ

さ

二

レ

J
4竹山
叩

一

一

「

可

一

諒

一

一

…

一

…

参

議

院

議

員

選

定

七

月

七

日

投

票

で

す

。

一

今

回

は

公

職

也

君

…

一

は

…

座

…

一

一

一

一

L

1

1
牛

叫

三

ニ

竺

諮

問

一

一

…

・

ヲ

-

!

・

戸

E

f

-

-

w

-

-

7

-

J

i

肝

ハ

一

一

の

特

例

に

よ

り

、

投

票

時

間

が

高

間

延

長

さ

れ

午

後

七

時

ま

で

で

…

一

志

…

臨

時

一

-
I
I
I
I
l
l
i
t
-
-
-
l
i
f
-
-
.
二
!
っ
|
|
|
寸
↓

1一
二

日

-vy

…一

U
…
…
覇
今

i
i融制

L

一

電

気

器

具

二

一

試

吋

Et!…
一

一

骨

一

日

一

J

一
一
一

一
一
引
が
一
一
…
参
議
院
議
員
選
挙
の
重
震
を
認
識
さ
れ
、
選
挙
の
正
し
い
ル
l

…

一

つ

…

気

…

輯

加

持

組

繍

組

問

組

一

の

故

障

の

一

一

i
jー
十

七

日

十

で

色

故

一

シ

一

コ

一

一

一

?
一
…
ま
り
村
氏
こ
ぞ
っ
て
投
票
に
参
加
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
…
一
知
…

4
J

…

γ
パ包

f
d鴻
鱒
難
摘

J
噛

到

一

見

分

け

方

一

一

J
U
-
-
E

・E
・
-
い

l
i
z
-
-
-
-

リ
l
一一

一

…

す

。

…

一

は

…

電

…

い

什

一

一

品

同

融

器

髄

騨

轍

た

く

さ

ん

の

電

気

を

使

一

「

一

一

六

月

一

日

か

ら

新

し

い

電

気

料

金

に

一

…

一
K
J

削
一
一
昔
、
や
む
を
得
な
い
用
意
ど
で
投
酉
立
行
け
な
い
方
は
、
七
…
一
け
…
…

f
¥
伊
川
融
時
醐
輔
鞘
騨
麟
翻
用
し
て
い
ま
す
と
、
ぃ
一
一

:ιtlω
『

山

内

一

な

っ

て

い

ま

す

。

一

…

一
…
月
六
日
ま
で
不
在
投
票
が
で
塁
。
手
続
き
な
ど
く
わ
し
い
こ
と
…
古
屋
…

v

帆
刊
凶
錨
騒
醐
蝉
ろ
い
ろ
な
故
障
が
生
じ
ま
一
買
っ
露
で
し
て
も
ら
う
の
が
よ
い
一
料
金
の
し
く
み
は
「
コ
一
段
階
制
」
と
一
一

↑
子
選
挙
管
理
委
員
会

μ
お

問

い

あ

わ

せ

く

だ

さ

い

。

ニ

れ

…

…

aR都
品
朝
臨
輔
麟
脳
細
翻
す
。
安
全
に
電
気
器
具
を
一
で
し
ょ
う
。
メ
ー
カ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
ス
一
い
っ
て
図
の
よ
う
に
な
っ
て
お

J
ど
一
…

わ

一

…

s

山一

H

田氏
H

語

閣

は

嶋

税

調

眠

関

使

い

こ

な

す

こ

は

、

し

ろ

一

一

ア

l
シ
ョ
ン
で
も
修
理
し
て
く
れ
ま
一
亡
の
ご
家
庭
で
も
舎
に
最
低
限
必
二

三

年

…

、

(

河

辺

村

選

挙

管

理

委

員

会

)

…

一

三

事

ιー什
叱

続

調

灘

細

う

と

に

直

せ

る

故

障

の

範

一

す

。

吾

妻

(

ナ

シ

ョ

ナ

ル

ミ

ニ

マ

ム

)

一

一

一

山

内

一

H

U

s

，

A
園

高

っ

て

お

く

と

便

利

.

と

し

て

、

最

初

の

百

二

十

キ

ロ

ワ

ッ

ト

一

…

一

1
v
A
0
4
0
0
0
0
}
}
l
o
i
h
}
}
O
)
0
0、
A
v
o
l
i
o
o
o
!
l
!
}
}
l
l
一

時

ま

で

は

、

割

安

な

料

金

が

適

用

さ

れ

一

町

一

1

1

i

(

(

4

1

i

・

‘

1

{

(

1

1

」

一

で

す

。

、

一

山

一

一

れ

た

も

の

に

つ

い

て

も

、

積

閣

の

底

て

棒

積

み

の

状

態

に

あ

る

も

の

号

一

ま

す

o

h

一》

一

初

夏

の

ほ

だ

木

診

断

を

部

へ

白

色

の

綿

状

の

気

中

菌

糸

裂

は

す

み

や

か

に

伏

込

む

ζ
と
。
ー
一
-
一
一
m
i
l
l
i
l
i
-
-
i
i
一

一

生

し

て

い

れ

ば

活

着

し

た

と

見

て

良

二

、

直

習

を

ノ

イ

タ

ケ

蘭

の

一

一

一

故

障

川

種

問

一

一

し

ま

し

ょ

う

い

で

し

ょ

う

。

敵

、

菜

の

補

充

字

る

と

と

。

一

一

一

ム
一
品
話
料
P
U
M
A比
服

装

詳

し

品

川

司

法

郡

山

町

り

結

協

同

時

一

一

一

一

電

れ

わ

い

話

ら

ず

に

一
]
活
着
、
伸
長
そ
皆
、
ピ
.
ド
ウ
ガ
レ
菌
な
ど
が
あ
り
ま
長
を
し
ま
す
。
時
々
次
の
点
に
注
;
行
な
い
、
環
境
の
を
は
い
か
一
世
一
望
し
て
し
?
と
で
す
、

一
一
り
一
現
実
育
の
一
最
盛
期
在
す
。
蓄
の
発
生
は
原
木
の
水
分
状
し
、
ホ
ダ
付
率
の
向
ょ
に
つ
と
め
ま
る
o

(

喜
予
防
、
シ
イ
タ
ケ
閣
の
一
一
一
そ
の
た
め
に
、
瞬
層
に
重
量

一

一

4一
む
か
え
て
い
ま
す
。
艮
態
、
伏
込
の
状
態
が
シ
イ
タ
長
し
よ
う
。
伸
長
促
進
に
も
な
る
)
一
二
気
が
流
れ
て
ヒ
ュ
ー
ズ
薬
会
り
、

一

一

ト

o
一

ー

弓

一

安

全

ブ

レ

ー

カ

が

切

れ

た

り

し

ま

す

。

一
「
十
円
一
い
ほ
だ
木
を
作
る
に
は
繁
殖
に
不
都
合
な
状
態
の
時
で
あ

γ

一

一

一

だ

一

品

時

期

の

管

理

が

最

る

よ

い

っ

て

も

過

言

で

は

あ

り

ま

間

伐

の

進

め

方

に

つ

い

て

一

一

一

断

線

一

一

い

町

一

も

重

要

な

作

楽

で

あ

り

せ

ん

。

こ

れ

ら

の

ほ

だ

木

で

は

往

々

ー

ι
二
コ
ー
ド
の
断
線
一
か
い
ち
ば
ん
多
い
よ

一
一
片
一
言
へ
出
向
き
、
ほ
に
し
て
、
材
中
の
シ
イ
タ
ケ
宮
本
首
長
在
、
二
十
年
注
意
し
て
造
材
す
る
こ
と
が
、
間
伐
守
一
う
で
す
。

一
一
組
一
だ
木
か
ど
の
様
な
状
態
長
を
抑
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
蓄
を
き
中
心
と
す
る
林
相
と
な
り
、
除
材
全
体
の
収
益
を
よ
げ
る
ζ
と
に
な
三
と
く
に
プ
ラ
グ
や
器
具
の
接
続
点
に

J

と
一
位
に
あ
る
か
を
知
る
こ
と
予
防
す
る
に
は
、
通
風
良
好
な
低
温
間
伐
集
を
必
要
と
す
る
時
期
に
な
り
ま
す
。
均
一
近
い
所
長
く
、
蓄
が
い
た
ま
ず
に

z一
一
同
一
が
必
要
で
す
。
条
件
下
に
伏
季
、
管
理
す
る
こ
と
り
ま
し
た
。
患
の
震
を
梅
雨
期
自
作
業
の
時
期
で
す
九
一
中
の
線
だ
け
切
れ
る
の
で
見
つ
け
に
く

第
一
一
民
一
具
体
的
に
は
ま
ず
害
が
大
切
で
す
。
季
最
多
言
し
て
下
さ
い
。
が
、
伐
採
前
の
山
号
、
伐
木
章
一
一
一
い
も
の
で
す
。

一
「
い
い
」
菌
が
発
生
レ
て
い
る
か
次
に
厚
木
に
植
付
け
た
種
蘭
そ
中
元
口
七
茎
セ
ン
チ
t
十
二
セ
ン
チ
伐
木
量
、
、
出
材
+
刀
法
等
に
つ
い
て
、
一
一
白

.
ι
ろ
か
、
ほ
だ
木
の
表
面
を
気
を
つ
心
に
縦
方
向
に
割
り
ま
す
。
シ
イ
タ
迄
、
米
口
茎
四
・
三
セ
ン
チ
以
上
、
ま
た
伐
採
後
の
倹
木
造
材
、
出
材
方
一
一

け
て
み
ま
し
ょ
う
?
グ
蘭
の
活
者
、
ま
ん
え
ん
し
た
部
分
長
さ
五
・
抗
米
1
八
・
五
米
迄
と
し
法
等
に
つ
い
て
]
希
望
者
は
組
合
へ
一
一

初
年
ほ
だ
木
に
良
く
見
ら
れ
る
、
は
皇
室
帯
び
、
太
陽
光
線
に
あ
て
)
遊
底
材
一
級
品
、
小
曲
材
二
級
御
連
絡
下
さ
い
。
何
時
で
も
現
地
で
い

害
菌
に
は
、
生
木
状
態
の
も
の
に
生
て
る
と
、
材
の
色
よ
り
も
幾
出
光
沢
品
と
な
り
ま
す
。
一
ニ
級
品
大
曲
材
以
相
談
に
応
じ
ま
す
。
一
E

V
J
V
い
え
る
、
ゴ
ム
タ
ヶ
、
ダ
イ
ダ
イ
タ
ケ
を
増
し
て
見
え
ま
す
。
又
植
薗
の
遅
下
は
一
般
材
直
材
に
な
る
様
、
特
に
(
河
辺
村
森
林
組
合
)
。

B
1
4
年

n

1

1
ぐ

j
j
』

、

J
 

P
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喝

。
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d
h
d
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ム、、、

、 白ト
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司
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、
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、
d 九 4

、

、

一
間

什令凍食品の保有j切

I n~ (-180C以下)

正二百五芳三
ウサギ肉・プタ肉
ペーコン

6 ""12か丹=
手戸内・牛肉

6 ':__'12か月=野菜

接
続
不
良

接
続
箇
所
の
接
触
が
不
十
分
で
す

と
、
過
熱
し
た
り
、
電
灯
の
場
合
に

は
、
つ
い
た
り
消
え
た
り
し
ま
す
?

う

t 、，

台
弘

4~ 6か月

6~12か月=

、果実・イチゴ

AA倫

仇匂刊訓

J
JP
 

3円以下

1 週間~1 か月=
メロン

関
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